
地球温暖化防止実行計画

平成２４年１０月

日栄商事株式会社



１．事業内容

業種 卸売業及び建設業

事業内容 農薬・肥料卸販売並びに空調機器販売・設計・施工・メンテナンス

資本金 4,000 万円

事業所 本社(金沢市南新保町ロ 35 番地)・福井支店・富山営業所

従業員数 本社 58 名、福井支店７名、富山営業所５名(平成 24 年９月現在)

２．計画の目的

当社では農事・空調の２部門の営業形態で事業を行っている。

農事部門では、農業は安全・安心で高品質な生産物を低コストで供給するこ

とが求められており、永年に亘り培った確かな技術力で安心してお使い頂ける

生産資材の普及推進を通じて、よりいっそうの実りをお約束している。

また、空調部門ではお客様のニーズにあわせ、空間の温度・湿度・気流をコ

ントロールして快適な空間を創造するとともに、真心のこもったメンテナンス

とあわせて一貫した体制をもって高品質なシステムを提案している。

事業を通じて環境にやさしい適切な提案を行うことにあわせ、当社における

環境保全や温暖化防止、さらには地域社会に貢献することを本計画の目的とす

る。

３．計画期間

地球温暖化防止実行計画の計画期間を平成 25 年度から平成 29 年度までの５

年間とする。

４．計画の範囲

この計画の範囲は、本社のみとする。

５．温室効果ガスの排出量の現況

（１）平成 23 年度温室効果ガス排出状況(決算 12 月であり 23 年を基準とする)

項目 使用量 二酸化炭素排出量 排出割合

電気 133,374kWh 56,417kg 18.5%

ガソリン 54,608.51ℓ 126,692kg 41.5%

軽油 37,849.91ℓ 97,653kg 32.0%

Ａ重油 9,000ℓ 24,390kg 8.0%

合計 305,152kg 100 %



（２）温室効果ガス排出原因分析

①電気の消費

・事務所・倉庫の照明、空調機器の使用

・パソコン、コピー複合機、プリンター等のＯＡ機器の使用

②ガソリンの消費

・営業車両の使用

③軽油の消費

・営業車両の使用

④Ａ重油の消費

・暖房の使用

６．二酸化炭素排出量等の削減目標

平成 23 年度の排出量を基準として削減目標を次のとおり設定する。

平成 23 年度 平成 29 年度 削減目標

二酸化炭素排出量 305,152kg 289,894kg 5%

（内訳）

電気使用量 56,417kg 53,596kg 5%

ガソリン 126,692kg 120,357kg 5%

軽油 97,653kg 92,770kg 5%

Ａ重油 24,390kg 23,171kg 5%

７．削減のための取り組み

（１）電気使用量の削減

①長時間席を外す時は、パソコンの電源を切る。

②休憩時間の消灯、不要な箇所の消灯をさらに徹底する。

③空調温度の適温化。

④クールビズの徹底。(６月初めから９月末まで)

⑤照明器具のＬＥＤ照明への切替。

（２）ガソリン・軽油使用量の削減

①効率的な営業活動の徹底。

（３）Ａ重油使用量の削減

①暖房の適温化。



８．計画の推進体制

（１）組織

地球温暖化防止実行計画推進委員会を設置する。

・ 専務執行役員を委員長とする。

・ 執行役員農事部長を副委員長とする。

・ 執行役員空調部長を副委員長とする。

・ 総務部長は事務局として連絡・周知を担当する。

・ 空調部に委員を配置して部職員に徹底する。

・ 農事部に委員を配置して部職員に徹底する。

委員長

専務執行役員

(総括責任者)

副委員長

執行役員農事部長

(農事部統括)

副委員長

執行役員空調部長

(空調部統括)

事務局

総務部部長

(連絡・周知担当)

農事部農事課

委員

(農事部職員への徹底)

空調部業務課

委員

(空調部職員への徹底)

農事部業務課

農事部農事課

農事部緑化課

農事部開発課

空調部業務課

空調部メンテナンス課

空調部リフォーム課

空調部技術課

空調部設計積算課

空調部営業課

（２）社員への周知

年間２回の委員会を行い、決定事項を社員に文書で周知する。


